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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 11,168 1.9 △184 ― △44 ― △78 ―

21年3月期第2四半期 10,958 ― 139 ― 169 ― 47 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △7.41 ―

21年3月期第2四半期 4.46 4.46

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 28,448 24,403 85.8 2,302.64
21年3月期 29,372 24,662 84.0 2,327.04

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  24,403百万円 21年3月期  24,662百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00

22年3月期 ― 15.00

22年3月期 
（予想）

― 15.00 30.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,000 △0.9 810 △17.7 1,000 △3.9 510 △2.4 48.12
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は，５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

※ 業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
 実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 10,903,240株 21年3月期  10,903,240株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  305,045株 21年3月期  304,964株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 10,598,254株 21年3月期第2四半期 10,597,272株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間の国内経済は、在庫調整の一巡や経済対策の効果により改善に向かうと期待

されておりました。しかしながら生産活動については依然低い水準で推移しているため、実態としては厳

しい状況が続いており、この影響を受けた雇用情勢の悪化や個人消費の低迷など、経済情勢悪化へのリス

クが混在した状況で推移しております。 

間仕切業界におきましては、一部では回復が見られるものの、依然として企業収益の大幅な減少による

設備投資計画の落込みが影響し、業界各社ともに独自性を活かした事業活動の追及を強いられる状況が続

いております。 

このような情勢の中、当社グループは、関連市場であるドア市場へ積極的に進出するとともに、設計指

定活動を一層推進し、新規優良顧客の開拓、休眠顧客の掘り起こし、小口物件の積極的な受注の増大に努

めてまいりました。しかしながら民間企業の設備投資意欲減衰による需要の減少の影響は予想以上に大き

く、当第２四半期連結累計期間の受注高は、前年同期比２７.５％減少となりました。売上高につきまして

は、今年度からの工事進行基準の適用に伴う影響や、学校・体育施設、福祉・厚生施設、文化施設等への

納入実績の増大により、前年同期比１.９％増加しました。 

品目別売上高につきましては、可動間仕切が前年同期比２５.５％減少、ロー間仕切が３１.２％減少し

ましたが、トイレブースは前年同期比８.３％、移動間仕切は２７.９％増加、固定間仕切は軽量ドア、学

校間仕切が好調で３４.４％の増加となりました。 

利益面につきましては、コスト削減等による費用の圧縮に努めておりますが、価格競争に起因する粗利

率の低下が予想以上に大きく、販売費及び一般管理費についても節約合理化に努めましたが、利益の減少

を吸収できず、営業利益率が低下しました。これらの結果、当第２四半期連結累計期間は、営業損失１億８４

百万円、経常損失４４百万円、四半期純損失７８百万円といずれも前年同期を下回る結果となりました。 

なお、今期より売上計上の基準を、工事完成基準から工事進行基準に変更しております。その影響によ

る当第２四半期連結累計期間の売上高増加額は１８億円となりました。従前の工事完成基準における当第

２四半期連結累計期間の品目別の売上高、受注高、受注残高の状況につきましては以下の２）のとおりで

あります。 

 

１）品目別売上高、受注高及び受注残高（工事進行基準適用） 
（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 

（ 自  平 成 ２ １ 年 ４ 月  １ 日 ） 

（ 至  平 成 ２ １ 年 ９ 月 ３ ０ 日 ） 

売 上 高 受 注 高 受 注 残 高 

    期 別 

 

 

 

 品 目 金  額 
前年同 

期比(%)
金  額 

前年同 

期比(%)
金  額 

前年同

期比(%)

可 動 間 仕 切 ３，０５０ 74.5 ３，０４３ 68.6 １，３０８ 59.3

固 定 間 仕 切 ３，７４０ 134.4 ３，５１６ 63.8 ４，８９１ 75.0

ト イ レ ブ ー ス ２，０８４ 108.3 ２，３７１ 81.8 １，７８５ 71.3

移 動 間 仕 切 １，５７６ 127.9 １，５９３ 94.6 １，４８４ 75.9

ロ ー 間 仕 切 ３１３ 68.8 ３０３ 70.9 ４９ 77.1

そ の 他 ４０３ 86.1 ３９０ 77.3 １０３ 44.6

合   計 １１，１６８ 101.9 １１，２１８ 72.5 ９，６２３ 71.4
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２）品目別売上高、受注高及び受注残高（従前の工事完成基準適用） 
（単位：百万円） 

当第２四半期連結累計期間 

（ 自  平 成 ２ １ 年 ４ 月  １ 日 ） 

（ 至  平 成 ２ １ 年 ９ 月 ３ ０ 日 ） 

売 上 高 受 注 高 受 注 残 高 

    期 別 

 

 

 

 品 目 金  額 
前年同 

期比(%)
金  額 

前年同 

期比(%)
金  額 

前年同

期比(%)

可 動 間 仕 切 ２，７７５ 67.8 ３，０４３ 68.6 １，５８３ 71.8

固 定 間 仕 切 ２，８５０ 102.4 ３，５１６ 63.8 ５，７８１ 88.6

ト イ レ ブ ー ス １，８２０ 94.6 ２，３７１ 81.8 ２，０４９ 81.9

移 動 間 仕 切 １，２５７ 102.0 １，５９３ 94.6 １，８０３ 92.2

ロ ー 間 仕 切 ２８９ 63.6 ３０３ 70.9 ７３ 113.8

そ の 他 ３７４ 79.9 ３９０ 77.3 １３２ 57.1

合   計 ９，３６８ 85.5 １１，２１８ 72.5 １１，４２３ 84.7

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は２８４億４８百万円となり、前連結会計年度末と

比較して９億２３百万円の減少となりました。 

資産の部では、流動資産は１７５億２百万円となり、前連結会計年度末と比較して３億７１百万円の減少

となりました。これは主に現金及び預金の１９億６０百万円の増加等と、受取手形及び売掛金の１９億７６

百万円、未成工事の４億２６百万円の減少等であります。固定資産は１０９億４６百万円となり、前連結会

計年度末と比較して５億５２百万円の減少となりました。これは主に保険積立金の６億９２百万円の減少等

であります。 

負債の部では、流動負債は２６億８４百万円となり、前連結会計年度末と比較して６億５０百万円の減少

となりました。これは主に買掛金の３億７９百万円、賞与引当金の１億４５百万円の減少等であります。固

定負債は、１３億５９百万円と前連結会計年度末と比較して１３百万円の減少となりました。 

純資産の部は、利益剰余金２億６９百万円の減少等から２４４億３百万円となり前連結会計年度末と比較し

て２億５８百万円減少しました。以上の結果、自己資本比率は８５．８％と１．８ポイント改善しました。 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、４８億９９百万

円となり、前連結会計年度末に比べ１７億６０百万円の増加となりました。なお、当第２四半期連結累計

期間における連結キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により増加した資金は１７億４百万円となりました。これは主に、減価償却費２億４４百万円、

売上債権の減少額１８億８６百万円、棚卸資産の減少額４億１３百万円等による増加と、仕入債務の減少

額３億７９百万円等の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果増加した資金は、２億４７百万円となりました。これは主に、定期預金の払戻と預入れ

に伴う純支出２億円、有形固定資産の取得による支出が１億９０百万円、無形固定資産の取得による支出

が１億１３百万円、保険積立金の払戻による収入８億６５百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、１億９０百万円となりました。これは配当金の支払額によるものであり

ます。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

今後においても景気の急激な回復は見込めず、厳しい経営環境が続くものと予想され、上半期における

計画との差異を受け、以下のとおり修正を行います。売上高２６０億円（前回計画比6.1％減）、営業利益

８億１０百万円（前回計画比 38.2％減）、経常利益１０億円（前回計画比 31.0％減）、当期利益５億１０

百万円（前回計画比33.8％減）となる見込みであります。 

詳細は、平成２１年１０月１４日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

なお、平成２１年４月２２日の決算短信で発表いたしました通期の業績予想との差異は以下のとおりです。 

 

当期の業績予想数値の修正（平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 27,700  1,310   1,450     770   72円65銭

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 26,000    810    1,000      510    48 円12銭

増  減  額  （Ｂ－Ａ） △1,700   △500    △450    △260      ― 

増  減  率  △6.1%  △38.2%  △31.0%  △33.8%     ― 

（ご参考） 

前期実績（平成21年 3月期） 
26,227    984  1,040    522 49 円31銭

※上記業績予想数値につきましては、現時点において入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数

値は今後様々な要因により、予想数値と異なる可能性があります。 

 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 ①工事契約に関する会計基準 

  請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約

に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年 12月 27日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年 12月 27日）を第１四半期連結会計期間より適用

し、第１四半期連結会計期間に着工した工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分に

ついて成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）

を適用しております。 

これにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,800 百万円増加し、営業損失、経常損失及び税

金等調整前四半期純損失は、それぞれ352百万円減少しております。 
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 (追加情報) 

役員退職慰労金制度の廃止 

当社及び連結子会社は、役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金内規に基づく要支給

額を計上しておりますが、平成２１年６月２５日開催の第４２期定時株主総会終結の時をもって、役員

退職慰労金制度を廃止し、当該総会終結時に在任する取締役及び監査役に対し、制度廃止までの在任期

間に対応する役員退職慰労金を打ち切り支給することといたしました。これに伴い、当該総会終結時以

降については新たな引当金の繰入はありません。
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,299 7,338

受取手形及び売掛金 6,573 8,550

製品 95 108

仕掛品 139 103

未成工事 761 1,187

原材料及び貯蔵品 192 201

その他 504 434

貸倒引当金 △63 △51

流動資産合計 17,502 17,874

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,469 5,420

土地 3,636 3,636

その他 3,649 3,556

減価償却累計額 △5,902 △5,794

有形固定資産合計 6,853 6,819

無形固定資産 408 385

投資その他の資産   

保険積立金 2,448 3,140

その他 1,405 1,240

貸倒引当金 △169 △88

投資その他の資産合計 3,684 4,293

固定資産合計 10,946 11,498

資産合計 28,448 29,372

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,115 1,494

未払法人税等 46 82

賞与引当金 496 641

その他 1,026 1,117

流動負債合計 2,684 3,335

固定負債   

退職給付引当金 1,092 1,016

役員退職慰労引当金 250 334

その他 17 22

固定負債合計 1,359 1,373

負債合計 4,044 4,709
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,099 3,099

資本剰余金 3,031 3,031

利益剰余金 18,722 18,991

自己株式 △461 △461

株主資本合計 24,392 24,661

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11 0

評価・換算差額等合計 11 0

純資産合計 24,403 24,662

負債純資産合計 28,448 29,372
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 10,958 11,168

売上原価 7,563 8,053

売上総利益 3,394 3,114

販売費及び一般管理費 3,255 3,299

営業利益又は営業損失（△） 139 △184

営業外収益   

受取利息 17 14

受取配当金 4 3

受取保険金 － 120

その他 19 11

営業外収益合計 41 150

営業外費用   

売上割引 11 10

営業外費用合計 11 10

経常利益又は経常損失（△） 169 △44

特別利益   

固定資産売却益 7 1

特別利益合計 7 1

特別損失   

固定資産除売却損 10 7

特別損失合計 10 7

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

166 △51

法人税、住民税及び事業税 77 38

法人税等調整額 42 △11

法人税等合計 119 27

四半期純利益又は四半期純損失（△） 47 △78

- 9 -

小松ウオール工業(株)（7949）平成22年3月期第2四半期決算短信



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

166 △51

減価償却費 263 244

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 93

受取利息及び受取配当金 △21 △18

売上債権の増減額（△は増加） 2,944 1,886

たな卸資産の増減額（△は増加） △736 413

仕入債務の増減額（△は減少） △221 △379

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68 75

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 △84

その他 △52 △410

小計 2,401 1,769

利息及び配当金の受取額 5 7

法人税等の支払額 △164 △73

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,243 1,704

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △1,200

定期預金の払戻による収入 － 1,000

有形固定資産の取得による支出 △162 △190

有形固定資産の売却による収入 38 1

無形固定資産の取得による支出 △82 △113

投資有価証券の売却による収入 10 －

保険積立金の払戻による収入 － 865

その他 1 △116

投資活動によるキャッシュ・フロー △194 247

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 4 －

配当金の支払額 △190 △190

財務活動によるキャッシュ・フロー △186 △190

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,862 1,760

現金及び現金同等物の期首残高 2,759 3,138

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,622 4,899
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（４）継続企業の前提に関する注記 
 該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
 該当事項はありません。 
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